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第4回定例会の主な会議日程
11月27日本会議（代表質阻議案の1寸託）

　28日本会議（一般質問、議案の議決）

　29日常任委員会
12月3日特別委員会

　4日本会議（議案の議決）
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新
年
を
迎
え
て

　
　
世
田
谷
区
議
会
議
長
石
塚
一
信

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
春
を
迎
え
、
区
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
病
原
性
大
腸
菌
O
－
W
に
よ
る

食
中
毒
が
全
国
的
に
広
が
り
、
私
た
ち
の
食

生
活
を
脅
か
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
選
挙
区

比
例
代
表
並
立
制
に
よ
る
初
め
て
の
衆
議
院

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
区
政
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
を
ふ
ま
え
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
重
点
課
題
で

あ
る
防
災
対
策
や
保
健
福
祉
施
策
の
充
実
に

向
け
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
の
推
進
、
商

齢
者
へ
の
2
4
時
間
巡
回
型
訪
間
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
全
区
で
の
実
施
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
、

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開

設
な
ど
、
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
区
で
は
、
区
民
の
方
々
の
文
化
活
動

の
拠
点
と
な
る
「
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
i
」

が
、
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
ビ
ル
（
キ
ャ
ロ
ッ

ト
タ
ワ
i
）
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、

r
：
1
｛
1
’
§
く
』
監
1
｛
｝
屡
卜
肖
…
酢
さ
監
幽
■
一
－
聖
5
崖
匙
ー
ヨ
ー
－
ー
ヨ
ー
『
．
1
2
ー

鰯
創
聾
刻
剣
劃

る
「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
総
合
支
所
単
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一

位
で
の
整
備
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
一

　
区
財
政
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
　
四

統
き
ま
す
が
、
区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一

引
き
続
き
行
財
政
改
善
の
推
進
を
強
く
求
め
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

て
い
く
と
と
も
に
、
皆
様
の
期
待
に
十
分
応
　
』
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一

え
ら
れ
る
よ
う
、
区
民
本
位
の
区
政
の
実
現
　
一

を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
｝

　
本
年
も
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
　
｝
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力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
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キャロットタワーより

上
北
沢
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

新
築
工
事
契
約
な
ど
を
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
4
回
定
例
会
開
催

議
決
内
容

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
回
の
定
例
会
に
は
、
区
長
か
ら
2
8
の

案
件
が
、
議
員
か
ら
3
つ
の
案
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
の
う
ち
2
つ
を

賛
成
少
数
で
否
決
し
、
そ
の
外
の
議
案
は
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
条
例
の
新
設
　
　
　
　
　
　
3
件

0
世
田
谷
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
i
条
例

（
菱
森
恕
縮
潅
）

　
区
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
、
交
流
活
動
の

　
拠
点
と
な
る
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
を

　
設
置
す
る
．

O
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
地
域
で
の
総
合
的
な
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
を
提
供
す
る
た
め
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
を
設
置
す
る
。

O
保
健
所
運
営
協
議
会
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
地
域
保
健
法
に
基
づ
き
、
地
域
保
健
や
保

　
健
所
の
運
営
に
関
す
る
審
議
を
行
う
協
議

　
会
を
保
健
所
に
設
置
す
る
。

●
条
例
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
槍
件

O
給
与
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
職
員
の
給
与
を
改
定
し
た
。

O
出
張
所
設
置
条
例
（
全
員
賛
成
V

　
北
沢
出
張
所
を
移
転
す
る
。

　
移
転
先
H
北
沢
2
丁
目
8
－
1
8
（
北
沢
タ

　
ウ
ン
ホ
ー
ル
内
）

○
地
区
会
館
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
松
原
地
区
会
館
（
松
原
5
丁
目
1
7
－
6
）

を
新
設
す
る
。

○
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
北
沢
及
び
砧
福
祉
事
務
所
を
移
転
す
る
。

　
移
転
先
巨
北
沢
福
祉
事
務
所
（
松
原
6
丁

　
目
3
－
5
）
　
砧
福
祉
事
務
所
（
祖
師
谷

　
3
丁
目
2
1
－
1
）

O
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
i
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
デ
イ
ホ
ー
ム
深
沢
（
深
沢
4
丁
目
1
7
－
1
）

　
デ
イ
ホ
ー
ム
松
原
（
松
原
5
丁
目
1
7
－
6
）

　
を
新
設
し
た
。

○
保
健
所
設
置
条
例

（
馨
轟
爆
燦
緯
）

　
地
域
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、
保
健
所
を

　
再
編
し
、
新
た
に
「
世
田
谷
保
健
所
」
（
区

　
役
所
第
2
庁
舎
内
）
を
設
置
す
る
こ
と
な

　
ど
。

O
保
健
所
使
用
条
例

（
讐
轟
饗
纏
緯
）

　
使
用
料
及
び
手
数
料
に
関
す
る
規
定
を
整

　
備
す
る
こ
と
な
ど
。

0
環
7
沿
道
整
備
計
画
の
区
域
内
の
建
築
物

　
の
制
限
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
た
。

O
区
営
住
宅
管
理
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
都
か
ら
移
管
さ
れ
た
次
の
5
件
の
住
宅
を
、

　
区
営
住
宅
と
す
る
。

ア
。
ハ
ー
ト
名

所
　
　
在
　
　
地

大
原
－
丁
目

大
原
－
丁
目
1
2
－
2

鎌
田
町

玉
川
3
丁
目
2
7

北
烏
山
－
丁
目
第
2

北
烏
山
－
丁
目
5
－
－
・
2

桜
新
町
2
丁
目

桜
新
町
2
丁
目
1
3
－
1
5

弦
巻
3
丁
目
第
2

弦
巻
3
丁
目
1
5
－
7
・
8

0
公
衆
便
所
条
例
（
全
員
賛
成
V

　
三
軒
茶
屋
駅
前
公
衆
便
所
（
太
子
堂
4
丁

　
目
2
2
－
2
）
を
新
設
し
た
。

O
公
園
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
2
4
ケ
所
の
身
近
な
広
場
を
都
市
公
園
に
位

　
置
付
け
る
と
と
も
に
、
1
5
ヶ
所
の
小
緑
地

　
の
名
称
を
「
公
園
」
に
変
更
し
た
。
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区
民
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
自
由
民
主
党
世
田
谷
区
議
団
に

心
温
ま
る
ご
支
援
と
ご
指
導
を
項
き
区
議
団

　
一
同
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
政
治
、
経
済
、
社
会
の
各
分
野
で

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
1
月

早
々
に
村
山
首
相
退
陣
と
橋
本
内
閣
の
発
足
。

ロ
シ
ア
の
エ
リ
ッ
ィ
ン
大
統
領
、
米
国
の
ク

リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
再
選
。
沖
縄
米
軍
基
地

間
題
。
住
専
処
理
法
案
成
立
。
厚
生
省
の
汚

職
間
題
。
2
0
0
2
年
サ
ッ
カ
！
W
杯
の
日

韓
共
催
決
定
。
「
O
－
研
」
食
中
毒
発
生
等
々
。

そ
し
て
初
の
小
選
挙
区
制
度
で
の
総
選
挙
で

自
民
党
が
復
調
し
、
約
3
年
ぶ
り
に
自
民
党

単
独
政
権
が
船
出
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
国
、
都
、
区
共
に
、
7
年
に
及
ぶ

景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
伸
び
悩
み
と
、
少

子
化
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
る
保
健
福
祉

関
係
費
の
増
大
等
で
財
政
危
機
に
陥
り
、
区

で
も
行
財
政
改
革
が
最
大
の
行
政
課
題
で
す
。

こ
う
し
た
大
変
な
状
況
下
で
、
責
任
あ
る
自

民
党
区
議
団
は
、
「
共
に
支
え
共
に
生
き
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
世
田
谷
」
実
現
を
目
標
に
、

多
様
化
す
る
区
民
要
望
に
対
応
し
、
行
政
サ

臼
i
ビ
ス
の
低
下
せ
強
よ
う
、
区
民
と
区
政
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
区
政
進
展
と
区
民
福
祉

向
上
の
た
め
、
火
玉
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
時
代
の
流
れ
を
先
見
し
、
状
況
の

変
化
に
機
動
的
に
対
処
し
た
政
治
活
動
、
政

策
提
言
に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
す
。

　
本
年
が
、
区
民
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あら　さ　　　　ぎ　いち

荒木　義一
桜上水1－1－7－20
　冒3302－7485

（
住
所
等
は
平
成
8
年
12
月
1
8
日
現
在
）

こ　はた　　とし　お

小畑　敏雄
成蛾4－19－7
数3484－8848

なかむら　　だいきち

中村　大吉
下馬1－33－2
雪3424－3217

いしづか　　いっしん

石塚　一信
赤堤5－30－12
　智3322－4472

ししど　 のりお

宍戸　教男
松原3－29－18
　君3323－7223

いそはた　こうじ
五十畑　孝司
経堂1－11－4五十畑ビノ㎜

　盈3429－0238

にった　 かつみ

新田　勝己
等々カ5－25－16－202

　歪窒5706－8487

すがぬま

菅沼　っとむ
桜新町1－14－18

　智3428－2161

ひらやま　　はちろう

平山　八郎
祖師谷5－3－2
　岱3482－5700

黛

難獺欝継　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
秋
、
3
年
半
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
総
選
挙

は
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
列
制
に
よ
る
初

め
て
の
投
票
で
し
た
が
、
政
党
の
再
編
な
ど

で
主
張
の
違
い
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
た
こ

と
も
加
え
て
、
国
政
選
挙
と
し
て
は
最
低
の

投
票
率
に
終
わ
り
ま
し
た
。
人
々
の
政
・
官

に
対
す
る
不
信
を
払
拭
し
、
未
来
が
展
望
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
議
会
や
行
政
の

よ
り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
病
原
性
大
腸
菌
O
－
研
に
よ
る
集
団

食
中
毒
の
多
発
は
、
食
品
安
全
や
給
食
の
向

上
を
訴
え
て
来
た
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
新

た
な
間
題
提
起
と
な
り
ま
し
た
。

　
暮
ら
し
に
最
も
身
近
な
区
政
に
お
い
て
は

高
齢
化
や
少
子
化
に
対
応
す
る
保
健
福
祉
の

地
域
展
開
、
子
ど
も
た
ち
を
の
び
や
か
に
育

て
る
教
育
環
境
の
整
備
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

に
よ
る
資
源
循
環
型
都
市
づ
く
り
な
ど
、
早

急
に
実
現
す
べ
き
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
す
べ

て
を
行
政
だ
け
に
お
任
せ
に
せ
ず
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
市
民
参
加
で
進
め
て
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
私
た
ち
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
福
祉
、

環
境
、
教
育
、
女
性
間
題
な
ど
の
い
の
ち
や

暮
ら
し
に
関
わ
る
諸
課
題
を
、
大
勢
の
皆
様

と
共
に
調
査
・
学
習
を
重
ね
な
が
ら
、
き
め

細
か
く
、
具
体
的
な
提
案
へ
と
つ
な
げ
て
来

ま
し
た
。
今
年
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
i
」
を
テ

ー
マ
に
、
暮
ら
し
の
中
の
規
制
や
慣
例
も
含

め
た
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
ア
を
点
検
し
、
「
住
み

続
け
ら
れ
る
世
田
谷
」
の
実
現
に
向
け
て
一

生
懸
命
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

うだカィオフ　くヨニレしずン

宇田川　国一
上馬2－38－5－310
　慰3410－2838

すず　き　　　しょうヒ

鈴木　昌二
玉川4－7－4
　岱3709－3422

うちやま　　たけ　じ

内山　武次
上馬4－27－11
　歪塗3422－1940

た　しろ　　ひろ　し

田代　博嗣
大原2－26－9
　君3328－0053

き　むら　　ゆき　お

木村　幸雄
上野毛1－14－7
　費3704－6395

ちかおか　　レシコすけ

近岡　秀輔
奥沢1－11－16
　智3720－4498

はしや　　　ち　くへい

星谷　知久平
　瀬日日2　－31－34

　冒3700－0043

ま　なべ　　 よしゆき

真鍋　欣之
粕谷2－4－8－20
　智3329－4812

　やまぐち　　ひろひさ

山口　裕久
等々力2逡3－6サンコーポラス

　駐3702－1819

　こ　たに　　　まさる

小谷　勝
権罫丘1　－10－14

歪蟄3420－2338

っちだ　　　まさ　と

土田　正人
代田6－18－9
奮3468－0457

やまのうち　　あきら

山内　彰
池尻4－29－18
麿3411－1488

◆
昨
年
は
、
厚
生
大
臣
が
薬
害
エ
イ
ズ
問
題

に
対
し
国
の
責
任
を
認
め
全
面
的
に
謝
罪
す

る
な
ど
の
評
価
す
べ
き
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
が
、
感
染
源
不
明
の
病
原
菌
性
大
腸
菌

O
－
旧
に
よ
る
食
中
毒
の
ま
ん
延
に
対
す
る

不
安
や
苛
立
ち
、
豊
島
区
の
親
子
餓
死
事
件

な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
る
さ
に
乏
し

い
年
で
し
た
。

◆
特
に
、
飽
食
の
時
代
に
発
生
し
た
親
子
餓

死
事
件
は
、
福
祉
行
政
の
あ
り
よ
う
を
私
た

ち
に
突
き
付
け
た
衝
撃
的
な
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
「
区
政
の
原

点
は
福
祉
」
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
き
め

細
か
な
施
策
の
推
進
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

◆
9
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
鵬
項
目
の
政

策
に
ま
と
め
た
予
算
要
望
書
を
区
長
に
提
出

し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
厳
し
い
財
政
状

況
下
で
あ
っ
て
も
、
防
災
対
策
は
も
と
よ
り

福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
優
先
的
か
つ
積
極
的

な
取
り
組
み
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

◆
今
年
も
、
要
望
書
の
内
容
が
区
政
に
確
実

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
議
会
活
動
を
強
め
ま
す

の
で
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

・藤
カロらさわ　　 としみ

唐沢　敏美
奥沢4－27－4
智3727－2950

さくらい　　ゆく　お

桜井　征夫
経堂4－34－16－325

　智3426－7291

　たカ・はし　　 Lの，i：

　高橋　忍
上祖師谷4－2－1－42／

　費3789－4146

　　、
Lこし　ざき　　　　ZAつ　こ

西崎　光子
砧6－20－18－214
　費3415－7408

はせがわかずこ
長谷川佳寿子
桜上水4－1－1－301
　君3303－2508

もりかわ　 れいこ

森川　礼子
祖師谷6－23－7
　智3482－0902

　　＼　ト
もり　た　　　　　　　こ

森田　イツ子
上用賀6－32－1－101

　智3426－1093

　
引
き
続
き
税
金
の
無
駄
遣
い
と
た
た
か
っ

て
お
り
ま
す
。
世
田
谷
区
の
貯
金
は
あ
と
1

年
で
底
を
つ
き
、
借
金
は
全
体
で
1
千
㎜
億

円
を
突
破
す
る
勢
い
で
す
。
そ
こ
で
今
年
は

何
と
か
し
て
世
田
谷
区
議
会
に
蔓
延
す
る

「
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
発
想
を
断
ち
切
り
、

目
に
見
え
る
改
革
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

おお　ば　　　まさあき

大庭　正明
粕谷3－15－3
匿窒3307－1179
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、
政
治
不
信
・
行
政
不
信
が
渦
巻

い
た
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
政

治
・
行
政
に
携
わ
る
者
の
一
員
と
し
て
、
こ

う
し
た
状
況
を
厳
粛
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
政
治
家
、
行
政
マ
ン
共
に

改
め
て
、
清
新
な
使
命
感
・
倫
理
観
に
立
っ

て
仕
事
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
私
た
ち
「
公
明
」

は
、
住
民
生
活
に
最
も
身
近
な
区
政
を
担
当

す
る
立
場
か
ら
、
潤
い
と
安
心
と
豊
か
さ
の

あ
る
地
域
社
会
の
建
設
を
目
指
し
て
、
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
環
境
問
題
・
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
、
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
対
策
、

い
じ
め
間
題
他
の
教
育
問
題
な
ど
に
全
力
を

傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

　
世
紀
末
を
迎
え
、
日
本
と
地
域
社
会
の
先

行
き
に
、
不
透
明
感
・
不
安
感
を
抱
く
人
が

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
国
政
の
混
乱
、

嚢
裡
ノ

、
躯

辱
　
『

馳蟹弾旨㎏臨遥腫

いいつか　　　かずみち

飯塚　和道
下馬5－7－6
智3410－2757

　
日
本
共
産
党
は
、
咋
年
の
総
選
挙
で
政
治

を
変
え
た
い
と
願
う
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

支
持
で
鵬
万
票
を
お
よ
せ
い
た
だ
き
、
2
6
議

席
に
躍
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
そ
れ
を
力
に
し
て
み
な
さ
ん
と
ご

なカトしま　　よし　お

中嶋　義雄
代田1－25－5一↑C
　智3795－2931

い
っ
し
ょ
に
運
動
を
す
す
め
、
な
ん
と
し
て

も
消
費
税
増
税
を
や
め
さ
せ
る
よ
う
全
力
を

あ
げ
ま
す
。

　
国
は
医
療
費
の
患
者
負
担
を
ふ
や
そ
う
と

健
康
保
険
本
人
に
は
2
割
の
負
担
を
、
7
0
歳

以
上
の
人
に
は
現
行
の
定
額
性
を
や
め
ー
～

2
割
の
定
率
に
、
ま
た
薬
代
は
別
だ
て
で
3

～
5
割
の
負
担
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
都
政
で
は
国
民
健
康
保
険
料

や
保
育
料
の
値
上
げ
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
こ
と
を
許
し
た
ら
大
変
で
す
。

※
大
蔵
病
院
の
地
域
医
療
を
守
り
ま
す
。

※
常
勤
の
看
護
婦
・
ヘ
ル
。
ハ
ー
の
増
員
、
特

　
養
ホ
ー
ム
、
デ
イ
ホ
ー
ム
を
増
設
し
ま
す
。

※
区
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
を
や
め
さ
せ
、
保

　
育
園
の
増
設
、
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
制

　
度
の
所
得
制
限
撤
廃
を
求
め
ま
す
。

※
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
た
め
の
施

　
策
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

※
大
型
店
進
出
に
歯
ど
め
を
か
け
、
商
店
街

　
の
振
興
を
は
か
り
ま
す
。

※
区
立
、
区
営
住
宅
の
増
設
を
す
す
め
ま
す
。

妻

臨
P
T

．
マ

いちかわ　 やすのり

市川康憲
等々ブコ5－29一つ2－1

　留3704－8095

圭イィこ

覚一ど

＿冒

義雄　　願本力　　真望実るこい　　確僚経
　　　い年で私剣をのこそはしかの済一5一↑01
　　　申　も働たに待変と　”かに腐の2931　　しごきち取ち革が真こ　し不敗停
上指抜rl）なへ可実の　’安堕滞
げ導く公組がの能のよこ材落

、

ま　　　こ　明む　ら　道な変　う　う　料一 ’公
す　ご　と　一こ　　　は　は革な　し　に行共
。鞭をは　と　日　’ずに閉たは政部
捷お　’か々中で向塞時事の門
の約こ　らの長すけ状代欠立の
程束の始目期　oて況でき　ち赤
’致1ま前のそ歩にあま遅字
宜し年りの理しみありせれ増
しま間ま課想てをる　’んな大
くす　’す題と　’進かあ　Qど
お　。全　。に展真めらる　　’｛呂

※　そ

は区主日
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南鳥山2－8－1－1012　　三軒茶渥1－30－14ア巴一ドコー柵㎝ 料て反
費3308－2413　　　　　　　　　　　　　　智548T　－2928 化がヌ

ん　し

値ばr上り住
幽
噂・　　　　　　　　　　　二

げま民
案すこ

ノの　　　　　　　　　　　　　　　・か o

O　　J
、

鴫・望　　　ド　　　※
た　　ぬま　　　　し1ず　オ∫　　　　　　　　　　た　　なカと　　　　み　　　よ　　　こ

田沼　繁夫　　田中　美代子
学工駅
校スな

喜多見7－21－2　　　　船橋7－8－2－108 図力　と
歪茸3415－9839　　　　　　　　　　　　　　鱈3484－0104 書レ公

館　1
にタ施
専 7
門を1

　　　　　　，ふ　　　　　　　　職設｝プ『、　　　　　　　　　、　の・
員置工
をさ　レ

く達　　r鴫　　　置ま
やま　ぎき　　　　はる　し1デ　　　　　　　　　　むら　た　　　　　よしのり

山崎　治茂　　　村田　義則　　　　亨

赤堤3－31－15　　　　　深沢4－7－12　　　　　　　。

配せべ

しすタ
　o

餐3321　－0597　　　　　　　　　　　　　　智3703－7240

たを待室民力ど
。し　し長党依がこ f

今た　”＿頼　’の
後こ室建当　し　7間

ぐ
、、「Y▲・

1、■

は　と長設時た選私 一

へ　　　　小をが部新こと峡渇
坂確13長進と資

一

趣　　　　邸実億を党　’金商ゾ

イ潔　鹸糠爆雛
しもしρ　酬お　　追で値料議のi宴
下条　忠雄　及暴で亭士買テ会

’
晒
　 『　￥　P

ニニ

蹴『，

、
』
：厨一＝恥

，二．［L麗

二臓台2－14－15　　し露買壱が収イで
、マ

㌧、ノ凱

盈3482－0033　　ましう松　’で1区
　　　　　すま約で区はの長
　　　　　。し束接長自協な

藤義箒
1曜四一
・野、1

畝寵

なかつか　　　まもる

中塚　護
玉川4－18－4
　岱3709－1909

いわもと　　すみまさ

岩本　激昌
南鳥U」3－19－19

　費3309－2832

ヨよ　まきカヤだフ　　よし　き

長谷川　義樹
世田谷1－39－7

　母3420－8792

おぐち　　にしはる

小口　義晴
上祖師谷2－6－11
費3309－203ア

ますだ　　のロミごゆき

増田　信之
大原2－21－2
費5376－9ア11

もヌンドエし　　 よう　ムち

諸星　養一
弦巻2　－　1　－11－306

　且3424－8092

よしもと　　やすひさ

吉本　保寿
大蔵3－4－25－503
　奮3417－3862

　わ　だ　　　つとむ

和田　勉
興沢7－24－20
費3704－3395

耀
灘
、
謂
灘
雛
懸

　
焦
－
　
　
　
　
　
　
　

義
『
ド

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
各
国
選
手
の
健
闘
、
米
大
リ
ー
グ
に
お
け

る
野
茂
英
雄
投
手
の
活
躍
等
、
私
た
ち
を
元

気
づ
け
て
く
れ
る
話
も
多
い
中
、
先
の
見
え

な
い
不
況
は
続
き
、
銀
行
の
倒
産
や
、
O
－

研
の
問
題
、
北
海
道
の
ト
ン
ネ
ル
崩
壊
や
長

野
県
の
土
石
流
事
故
等
、
暗
く
重
い
話
題
も

数
多
く
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
政
治
の
分
野
に
お
い
て
は
、
住
専
問
題
に

は
じ
ま
り
、
薬
害
エ
イ
ズ
の
間
題
、
地
方
自

治
体
に
お
け
る
公
費
の
不
正
支
出
、
厚
生
省

の
補
助
金
に
か
ら
む
事
件
な
ど
、
2
1
世
紀
を

目
前
に
政
治
、
行
政
の
周
辺
で
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
膿
が
吹
き
出
し
た
ー

年
で
し
た
。
私
た
ち
政
治
に
た
ず
さ
わ
る
者

は
も
う
一
度
自
ら
の
姿
勢
を
見
つ
め
直
す
必

要
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
新
風
2
1
は
4
年
後
に
迫
っ
た
2
1
世

紀
の
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
向
け
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
総
合
的
な
対
策
の
確
立
を

目
指
し
、
併
せ
て
幼
児
入
口
の
減
少
に
対
応

し
た
施
策
の
推
進
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
へ
の
積
極

おおば　　　やすのぷ

大場康宣
上馬2－1－7
奮3424－4701

こいキみ　たまこ

小泉珠子
宇奈根3　－14－28

智3415－0305

的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
福
祉
を
支
え
る
人
々
が
、
生
き

が
い
と
働
き
が
い
を
持
て
る
世
田
谷
区
を
つ

く
る
た
め
に
も
過
去
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
発

想
の
転
換
」
と
「
勇
気
」
を
も
っ
て
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

　
本
年
が
区
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
豊
か
で

幸
の
多
い
1
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

斉藤　りえ子
祖師谷6　－23－　9

　智3483－6276

　　にしむら　　たかし

　西村　孝
」駅1－24－5上北訳コーポ鵬

　　暦3329－4687

はなオっ　　 ともワぷみ

花輪　智史
イ　沢1　－5－14

　岱3422－1729

まるやま　　たかお

丸山孝夫
太子堂3－33－3－222

　智3422－8882

卜・段
難：

勅

汀
「

様
・
，
ヤ
桑
　
掃
醗

　
　
ε
ド
　
　
尺

寒
　
ヤ
、
詠
尋

　
　
　
　
　
＝
、

　
療
　
　
セ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
の
世
の
中
の
状
況
を
み
る
と
、
新
し

い
時
代
に
向
か
っ
て
、
政
治
や
社
会
の
仕
組

み
を
根
本
的
に
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。
政
治
が
果
た
す
べ
き

責
任
を
厳
格
に
果
た
し
て
、
本
当
の
意
味
で

の
住
民
本
位
の
政
治
・
行
政
が
実
現
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　すず　き　　　よLひろ

　鈴木　義浩
松原5－42－1Dづイラフォレスタ3C

　　智3323－4755
・

汀

　
昨
年
は
選
挙
公
約
に
従
い
小
田
急
高
架
予

算
反
対
を
貫
い
た
と
こ
ろ
、
秘
密
裏
に
社
民

党
区
議
団
か
ら
外
さ
れ
る
と
い
う
前
代
未
聞

の
不
当
措
置
を
受
け
ま
し
た
。
1
0
月
7
日
に

民
主
主
義
を
忘
れ
た
こ
の
党
と
決
別
、
一
人

会
派
「
無
党
派
市
民
」
を
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。

　
年
頭
に
、
市
民
一
人
一
人
か
ら
創
る
本
物

の
民
主
主
義
の
旗
手
た
ら
ん
と
誓
い
ま
す
。

きのした　　やすゆき

木下　泰之
大原奪一2－9－30
　留3468－8613。鍵

※
本
紙
で
は
、
各
会
派
の
あ
い
さ
つ
文
中
に

　
一
部
個
人
名
を
掲
載
し
な
い
よ
う
編
集
し

　
て
い
ま
す
。
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　11月27日の本会議で、5人の議員が
それぞれの会派を代表して質問を行い

ました。その要旨をお伝えします。

行財政改善を強力に進め

区民要望に的確に応えよ

清掃作業

圖
区
財
政
が
危
機
的
な
状
況
の
中
に
あ

っ
て
も
、
3
つ
の
ゼ
ロ
作
戦
や
防
災
対
策
な

ど
、
重
点
事
業
は
着
実
に
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
区
長
は
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
施
策
の
優
先
順
位
を
明
確

に
し
た
予
算
配
分
を
行
え
。
②
職
員
定
数
の

抑
制
に
よ
る
、
人
件
費
の
削
滅
な
ど
に
踏
み

込
ん
だ
行
動
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
見
合

っ
た
中
期
的
な
財
政
計
画
を
立
て
よ
。

区
長
　
企
画
部
長
　
①
聖
域
を
設
け
ず
精
査

す
る
。
②
区
政
の
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
、

区
民
の
信
頼
に
応
え
て
い
く
。

囹
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
が

連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
。
①
ω
地
区
で
き
め
細
か
く
提
供
で

き
る
体
制
を
整
備
せ
よ
。
ω
事
務
の
効
率
化

に
よ
り
人
員
を
生
み
出
し
、
保
健
福
祉
分
野

に
投
入
せ
よ
。
②
か
か
り
つ
け
医
制
度
が
う

ま
く
機
能
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
確
立
せ

よ
。
③
民
間
医
療
機
関
の
空
き
ベ
ッ
ド
を
活

用
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
拡
充
せ
よ
。

区
長
　
衛
生
部
長
ほ
か
　
①
ω
出
張
所
な
ど

の
既
存
施
設
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
ω

行
財
政
改
善
に
よ
る
効
果
の
活
用
も
考
え
る
。

②
医
師
会
と
と
も
に
検
討
し
て
い
る
。
③
必

要
な
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
協
議
し
た
い
。

圃
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
早
期
実
現
に
向

け
、
ω
関
係
区
と
協
力
し
て
国
や
都
に
強
く

働
き
か
け
よ
。
ω
担
当
組
織
を
強
化
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
㊦
国
会
議
員
な
ど
に
も
協
力

を
要
請
す
る
。
ω
専
任
職
員
を
配
置
す
る
。

囹
清
掃
事
業
移
管
が
1
2
年
度
に
確
実
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
国
や
都
に
強
く
要
請
せ
よ
。

区
長
　
9
年
度
の
法
改
正
を
求
め
て
い
く
。

圖
①
職
員
の
公
務
員
倫
理
の
遵
守
・
徹

底
を
求
め
る
。
②
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

基
本
と
し
た
使
用
料
の
改
定
を
強
く
望
む
。

行財政改革に

不退転の決意で取り組め

下馬幼稚園

圃
危
機
的
な
財
政
状
況
の
中
、
区
民
要

望
に
的
確
に
応
え
る
た
め
に
は
、
区
民
の
納

得
が
得
ら
れ
る
行
財
政
改
革
を
実
行
す
る
こ

と
が
急
務
だ
。
①
O
り
具
体
的
な
年
次
計
画
や

数
値
目
標
を
示
せ
。
ω
人
件
費
の
抑
制
に
向

け
、
職
員
定
数
の
削
減
に
積
極
的
に
取
り
組

め
。
②
議
会
自
ら
も
議
員
定
数
の
削
減
や
視

察
の
見
直
し
な
ど
を
論
議
す
べ
き
と
考
え
る
。

区
長
　
助
役
①
四
今
後
策
定
す
る
行
財
政

改
善
の
行
動
計
画
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

圃
真
に
実
効
あ
る
保
健
福
祉
を
進
め
る

に
は
、
地
域
に
密
着
し
た
施
策
の
展
開
が
不

可
欠
だ
。
の
核
と
な
る
総
合
支
所
の
権
限
を

拡
充
せ
よ
。
ω
本
庁
組
織
は
縮
小
せ
よ
。
㈲

職
員
の
意
識
改
革
に
努
め
よ
。
国
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
運
営
で
は
、
機
動
的
で
柔
軟
な

対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
え
よ
。
囲
地
区
で

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
民
間
活
力
を
導
入
せ
よ
。

助
役
　
地
域
保
健
福
祉
推
進
本
部
長
　
ω
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
㈲
早
期
実
現
に

努
め
る
。
㈲
研
修
な
ど
の
充
実
を
図
る
。
＠

組
織
の
枠
を
越
え
た
体
制
を
基
本
と
す
る
。

㈲
検
討
し
て
い
き
た
い
。

圃
少
子
化
が
進
む
中
、
区
立
幼
稚
園
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
安
易
に
廃
園
す

る
の
で
は
な
く
、
私
立
園
と
の
役
割
を
明
確

に
す
る
な
ど
、
存
続
に
向
け
て
取
り
組
め
。

教
育
長
　
将
来
、
区
立
園
が
担
う
役
割
を
展

望
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

圖
街
の
美
観
を
守
る
た
め
、
氾
濫
す
る

捨
て
看
板
や
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
防
止
す

る
条
例
を
早
急
に
制
定
せ
よ
。

助
役
　
9
年
度
の
制
定
を
目
指
し
た
い
。

圖
ペ
ッ
ト
公
害
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
ω
買
い
主
の
責
務
を
明
確
に
す
る
区
独

自
の
条
例
を
制
定
せ
よ
。
↑
の
野
良
猫
の
不
妊

手
術
へ
の
助
成
も
行
え
。

助
役
　
剤
ペ
ッ
ト
条
例
の
制
定
を
検
討
す
る
。

消費税の引き上げに

断固反対

デイホーム三茶

囹
総
選
挙
で
の
国
民
の
意
思
は
消
費
税

の
増
税
に
反
対
だ
。
区
長
の
見
解
を
示
せ
。

区
長
　
国
会
で
の
審
議
を
見
守
り
た
い
。

圃
行
政
改
革
と
は
本
来
、
区
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
行
う
べ
き
も
の
だ
。
㈲
多
く

の
区
民
が
反
対
し
て
い
る
使
用
料
値
上
げ
案

は
撤
回
す
る
な
ど
、
区
長
は
区
民
本
位
の
行

財
政
改
善
を
進
め
よ
。
ω
巨
額
な
税
金
を
投

入
す
る
二
子
玉
川
胃
開
発
と
毎
年
12
億
円
に

も
上
る
文
生
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
は
見
直
せ
。

区
長
　
助
役
　
の
常
に
区
民
の
立
場
か
ら
行

政
を
進
め
る
。
↑
の
区
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
の
重
点
事
業
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

囹
3
つ
の
ゼ
ロ
実
現
へ
の
区
民
の
要
望

が
高
い
。
ω
在
宅
介
護
二
i
ズ
に
十
分
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
常
勤
ヘ
ル
。
ハ
ー
な
ど
を
増
や

せ
。
㈲
保
育
園
未
措
置
児
を
解
消
す
る
た
め
、

保
育
園
を
増
園
せ
よ
。
㈲
高
齢
者
が
多
い
下

馬
地
域
な
ど
ヘ
デ
イ
ホ
ー
ム
を
増
設
せ
よ
。

高
齢
対
策
部
長
ほ
か
　
の
必
要
な
人
材
の
確

保
に
努
め
る
。
ω
区
立
園
の
定
員
の
見
直
し

な
ど
を
行
う
。
㈲
野
沢
に
確
保
し
て
あ
る
用

地
の
隣
地
も
取
得
し
た
う
え
で
建
設
す
る
。

圖
都
が
私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
へ
の

補
助
金
を
削
減
す
る
中
で
、
保
育
料
の
安
い

区
立
幼
稚
園
の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
。
下

馬
幼
稚
園
の
廃
園
を
中
止
せ
よ
。

教
育
長
　
入
園
者
が
減
少
し
て
き
た
た
め
、

10

年
度
に
旭
幼
稚
園
に
統
合
す
る
予
定
だ
。

囹
区
内
の
商
店
が
大
型
店
の
進
出
に
よ

り
激
減
し
て
い
る
。
区
内
商
業
を
守
る
た
め
、

新
た
な
規
制
策
の
実
施
を
国
に
強
く
求
め
よ
。

区
長
　
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

囹
欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン
の
問
題
が
多
発
し

て
い
る
。
㈲
相
談
窓
口
を
設
け
よ
。
ω
欠
陥

建
物
の
建
設
を
防
ぐ
指
導
要
綱
も
制
定
せ
よ
。

住
宅
政
策
部
長
　
切
来
年
度
に
開
設
し
た
い
。

ω
民
事
の
間
題
で
、
行
政
指
導
は
難
し
い
。

監査制度の強化を図り

健全な行政を堅持せよ

リサイター

圖
食
糧
費
の
不
正
支
出
や
カ
ラ
出
張
な

ど
の
不
祥
事
を
防
止
す
る
に
は
、
監
査
制
度

の
強
化
が
不
可
欠
だ
。
励
間
題
が
生
じ
た
自

治
体
の
監
査
体
制
に
対
す
る
区
長
の
見
解
を

示
せ
。
ω
事
務
局
の
体
制
の
充
実
に
努
め
よ
。

㈲
外
部
監
査
制
度
の
導
入
も
検
討
せ
よ
。

区
長
　
代
表
監
査
委
員
　
㈲
体
制
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ω
専
門

知
識
を
持
っ
た
職
員
の
配
置
な
ど
、
強
化
に

努
め
て
い
る
。
㈲
法
改
正
の
動
向
を
見
守
る
。

圖
政
策
決
定
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

各
種
の
審
議
会
は
、
区
民
に
一
層
開
か
れ
た

行
政
と
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
公
開
せ
よ
。

助
役
　
国
の
動
向
な
ど
に
注
目
し
て
い
く
。

圃
区
内
産
業
の
振
興
に
向
け
、
ω
事
業

者
へ
の
支
援
強
化
や
、
既
存
施
設
を
利
用
し

た
活
動
拠
点
の
整
備
な
ど
を
含
め
た
長
期
的

展
望
を
示
せ
。
↑
り
建
設
費
に
比
し
て
効
果
の

薄
い
産
業
交
流
セ
ン
タ
i
計
画
は
凍
結
せ
よ
。

助
役
　
産
業
振
興
部
長
　
ω
多
様
性
に
富
み
、

様
々
な
二
i
ズ
に
応
え
ら
れ
る
産
業
を
形
成

し
た
い
。
↑
の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

圃
使
用
料
の
見
直
し
は
、
ω
応
益
的
負

担
を
基
本
と
し
た
現
在
の
方
針
を
堅
持
せ
よ
。

ω
区
民
の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
、
公
共
施

設
利
用
案
内
シ
ス
テ
ム
と
併
せ
て
検
討
せ
よ
。

助
役
　
四
負
担
の
適
正
化
と
公
平
性
の
確
保

な
ど
を
基
本
と
し
た
案
を
提
示
す
る
。

困
一
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

に
向
け
、
ω
経
賢
削
減
の
観
点
か
ら
も
庁
内

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
せ
よ
。
↑
り
全
小
中
学

校
に
生
さ
み
処
理
機
を
早
期
に
導
入
せ
よ
。

助
役
　
学
校
教
育
部
長
　
㈲
積
極
的
に
進
め

る
。
↑
の
導
入
し
て
い
く
方
向
で
考
え
た
い
。

圖
地
域
の
住
民
が
相
互
に
協
力
し
合
い
、

突
発
的
な
保
育
需
要
に
対
応
で
き
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
i
事
業
を
実
施
せ
よ
。

福
祉
部
長
検
討
し
て
い
き
た
い
。

区民と協働した

区政を積極的に展開せよ

城山小学校にて

囹
①
2
1
世
紀
の
行
政
は
、
区
民
や
企
業

な
ど
と
連
携
し
て
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ω
広
く
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
シ
ス
テ
ム
を
構
築
せ
よ
。
↑
D

社
会
貢
献
の
た
め
の
主
体
的
な
市
民
活
動
の

支
援
に
努
め
よ
。
㈲
文
生
セ
ン
タ
ー
に
市
民

活
動
を
支
援
す
る
機
能
を
持
た
せ
よ
。
＠
障

害
者
な
ど
の
街
で
の
買
い
物
を
手
助
け
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

シ
ョ
ッ
プ
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
へ
の
協
力
を

商
店
街
に
求
め
る
な
ど
、
民
間
企
業
と
の
協

働
に
も
取
り
組
め
。
㈲
社
会
参
加
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、
教
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
も
充
実
せ
よ
。
②
区
民
要
望
に
的
確
に
応

え
る
た
め
、
縦
割
り
行
政
の
解
消
に
努
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
生
活
文
化
部
長
ほ
か
　
①
ω

多
様
な
手
法
で
養
成
す
る
。
ω
主
体
性
を
尊

重
し
た
支
援
に
努
め
る
。
㈲
必
要
な
情
報
の

収
集
・
発
信
を
行
う
。
＠
協
力
関
係
を
築
き

た
い
。
㈲
研
修
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

②
保
健
福
祉
の
分
野
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

圖
①
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
実
効
性
を

高
め
る
こ
と
が
急
務
だ
。
ω
趣
旨
を
徹
底
す

る
た
め
、
＠
冊
子
を
使
っ
て
子
ど
も
の
理
解

を
促
せ
。
㈲
教
職
員
研
修
に
も
取
り
入
れ
よ
。

←り

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
制
度
を
導
入
せ
よ
。
②
子
ど
も
総

合
ビ
ジ
ョ
ン
の
早
期
策
定
を
要
望
す
る
。

助
役
　
学
校
教
育
部
長
①
η
発
達
段
階
に

合
わ
せ
て
活
用
す
る
。
袖
今
後
と
も
趣
旨
の

徹
底
を
指
導
し
て
い
く
。
ω
検
討
し
た
い
。

囹
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
研
修
を
充

実
せ
よ
。
↑
り
介
護
者
へ
の
心
の
ケ
ア
も
行
え
。

地
域
保
健
福
祉
推
進
本
部
長
　
㈲
職
員
の
育

成
に
努
め
る
。
↑
り
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

圖
保
存
樹
木
の
指
定
基
準
を
緩
和
す
る

な
ど
、
緑
の
保
全
に
工
夫
を
凝
ら
せ
。

区
長
　
全
庁
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

小泉公園にて
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　11月28日の本会議で、14人の議員が

区政をめぐる諸課題について質問を行

いました。その要旨をお伝えします。

羅竹財

政
改
善
に
っ
駝

　
　
　
　
　
（
企
画
総
務
・
文
教
領
域
）

國
①
行
財
政
改
善
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
O
り
O
A
化
に
よ
り
、
一
層
の
人
員
削

減
や
経
費
の
節
減
に
努
め
よ
。
G
り
休
日
、
夜

間
に
も
住
民
票
な
ど
を
発
行
せ
よ
。
②
地
域

行
政
を
拡
充
す
る
た
め
、
出
張
所
で
の
ま
ち

づ
く
り
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
よ
。
③
区

民
の
広
報
板
利
用
の
手
続
き
を
簡
単
に
せ
よ
。

助
役
　
生
活
文
化
部
長
ほ
か
①
⇔り
効
率
化

に
向
け
た
見
直
し
を
継
続
す
る
。
ω
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
②
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。
③
申
講
方
法
を
改
善
し
て
い
く
。

團
繰
り
上
げ
償
還
で
き
る
区
債
を
返
済

す
れ
ば
、
年
聞
2
億
円
以
上
の
金
利
が
節
約

で
ぎ
る
。
な
ぜ
、
区
は
行
わ
な
い
の
か
。

企
画
部
長
各
区
に
間
題
を
提
起
し
た
が
、

取
り
扱
い
の
変
更
の
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

團
区
の
行
革
方
針
案
で
は
職
員
数
の
削

減
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
他
区
は
削
減
数

を
明
示
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
示
さ
な
い
の
か
。

助
役
行
動
計
画
の
中
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

團
一
ω
今
後
、
有
効
な
利
用
計
画
の
な
い

区
有
地
は
早
急
に
処
分
せ
よ
。
ω
閉
荘
し
た

足
柄
荘
の
処
分
は
な
ぜ
遅
れ
て
い
る
の
か
。

税
務
経
理
部
長
O
う
不
要
な
土
地
は
売
却
す

る
。
ω
売
却
条
件
の
検
討
に
時
間
を
要
し
た
。

園
平
和
資
料
室
は
、
平
和
の
尊
さ
を
広

く
周
知
す
る
た
め
に
有
効
な
事
業
だ
。
O
δ
空

き
教
室
な
ど
を
利
用
し
た
移
動
展
示
を
各
地

域
で
行
え
。
↑
り
学
校
教
育
で
の
活
用
も
図
れ
。

教
育
長
ω
来
年
度
は
世
田
谷
・
砧
地
域
で

關
催
す
る
。
↑
D
P
R
に
努
め
て
い
く
。

圓
学
校
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
の
中
学
校
給
食
の
調
理
方
式
の
再
検
討

は
、
費
用
や
栄
養
面
な
ど
を
十
分
考
慮
し
て

慎
重
に
行
え
。
↑
り
給
食
嫌
い
の
子
ど
も
た
ち

に
は
、
ど
う
指
導
し
て
い
く
の
か
。
㈲
災
害

時
に
備
え
、
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す

る
な
ど
、
防
災
教
育
の
一
層
の
充
実
に
努
め

よ
。
＠
自
然
の
大
切
さ
な
ど
の
認
識
を
深
め

て
い
く
、
環
境
教
育
に
も
力
を
注
げ
。

教
育
長
　
学
校
教
育
部
長
㈲
給
食
の
あ
り

方
を
総
合
的
に
検
討
す
る
。
ω
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
る
。
㈲
働
き
か
け

て
い
く
。
＠
積
極
的
に
指
導
す
る
。

團
言
語
や
聴
覚
に
障
害
を
持
つ
中
学

生
へ
の
施
策
の
充
実
が
急
務
だ
。
㈲
専
門
的

な
指
導
が
行
え
る
学
級
を
開
設
せ
よ
。
↑
の
生

徒
同
士
が
交
流
で
き
る
場
も
設
置
せ
よ
。

学
校
教
育
部
長
剤
1
0
年
度
の
開
設
を
目
指

し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

鵜．

蕪擬

圓
①
切
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
、
振

興
策
を
拡
充
せ
よ
。
↑
り
産
業
交
流
セ
ン
タ
！

の
建
設
計
画
を
推
進
せ
よ
。
②
キ
ャ
ロ
ッ
ト

タ
ワ
ー
の
区
施
設
の
案
内
表
示
は
、
区
民
に

分
か
り
や
す
く
目
立
つ
よ
う
に
改
善
せ
よ
。

区
長
　
産
業
振
興
部
長
ほ
か
①
O
う
支
援
策

の
充
実
に
努
め
る
。
↑
り
実
現
に
向
け
、
努
力

し
て
い
く
。
②
表
示
方
法
を
工
夫
す
る
。

圏
倒
壊
の
危
険
性
が
山
。
同
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
安
全
対
策
を
強
力
に
進
め
よ
。

環
境
部
長
所
有
者
の
協
力
を
求
め
る
。

圓
活
性
化
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
商
店
街
を
、
積
極
的
に
支
援
せ
よ
。

産
業
振
興
部
長
知
恵
を
絞
っ
て
い
く
。

國
証
明
書
発
行
な
ど
の
手
数
料
の
改

定
で
は
、
区
民
が
納
得
で
き
る
案
を
示
せ
。

生
活
文
化
部
長
2
3
区
で
検
討
し
て
い
る
。

園
環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
が
急
務
だ
。
O
う
小
中
学
校
に
太
陽
光
に
よ

る
発
電
設
備
を
設
置
せ
よ
。
↑
の
個
人
住
宅
へ

の
助
成
に
も
力
を
注
げ
。

教
育
長
　
住
宅
政
策
部
長
ω
で
き
る
限
り

取
り
入
れ
た
い
。
e
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

園
区
幹
部
8
名
が
平
日
補
助
金
交
付

団
体
の
区
商
連
と
ゴ
ル
フ
を
し
た
が
癒
着
だ
。

σう

仕
事
か
遊
び
か
。
ω
区
長
杯
は
公
金
か
。

産
業
振
興
部
長
　
ω
商
連
と
親
善
の
た
め
休

暇
で
自
費
参
加
し
た
。
ω
カ
ッ
プ
は
公
費
だ
。

国
大
型
店
舗
の
出
店
に
よ
る
地
域
環
境

の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
の
要
綱
を
制
定
せ
よ
。

環
境
部
長
既
存
条
例
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

轡
．
．
．
鰭
髪

圏
0
う
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
ゼ
ロ
を
確
実

に
実
現
す
る
た
め
、
ミ
ニ
特
養
ホ
ー
ム
の
建

設
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
整
備
計
画

を
策
定
せ
よ
。
ω
デ
イ
ホ
ー
ム
待
機
者
の
解

消
に
向
け
、
未
整
備
地
区
へ
の
設
置
を
急
げ
。

高
齢
対
策
部
長
㈲
待
機
者
の
推
移
を
見
な

が
ら
検
討
す
る
。
ω
適
正
な
配
置
に
努
め
る
。

囹
区
内
で
初
め
て
の
老
人
保
健
施
設
の

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
ω
家
族
が
介
護
方
法

を
学
べ
る
機
能
を
整
え
る
な
ど
、
充
実
に
努

め
よ
。
↑
り
区
民
の
入
所
枠
の
確
保
も
図
れ
。

＠
担
当
組
織
を
明
確
化
し
、
整
備
せ
よ
。

助
役
　
衛
生
部
長
ω
協
力
を
働
き
か
け
る
。

ω
可
能
な
限
り
努
力
す
る
。
㈲
充
実
さ
せ
る
。

團
高
齢
者
の
財
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
多
い
。
Oう
財
産
管
理
を
手
助
け
す
る
施

策
を
積
極
的
に
展
關
せ
よ
。
ω
痴
呆
性
高
齢

者
に
は
、
保
全
シ
ス
テ
ム
ま
で
も
考
え
よ
。

助
役
　
高
齢
対
策
部
長
の
検
討
し
て
い
く
。

ω
体
系
的
な
施
策
の
展
開
を
考
え
て
い
く
。

圏
地
域
で
中
高
生
が
気
楽
に
集
え
る
場

の
確
保
に
向
け
、
ω
児
童
館
の
受
け
入
れ
体

制
を
充
実
せ
よ
。
↑
り
拠
点
施
設
も
建
設
せ
よ
。

福
祉
部
長
四
児
童
館
の
新
た
な
役
割
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

囹
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
ω
区

民
．
要
望
に
沿
っ
て
、
身
近
な
地
域
に
整
備
せ

よ
。
↑
り
休
日
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
行
え
。

高
齢
対
策
部
長
ω
小
規
模
な
施
設
の
整
備

も
検
討
し
て
い
る
。
↑
の
考
え
て
い
き
た
い
。

園
一
高
齢
者
入
院
見
舞
共
済
制
度
は
、

福
利
厚
生
事
業
を
加
え
る
な
ど
加
入
者
の
増

加
を
図
り
、
安
定
的
な
運
営
に
力
を
注
げ
。

高
齢
対
策
部
長
制
度
を
充
実
し
て
い
く
。

【
國
奥
沢
6
丁
目
の
障
害
者
施
設
の
建
設

は
、
玉
川
田
園
調
布
の
デ
イ
ホ
ー
ム
建
設
計

画
策
定
で
の
成
功
例
を
参
考
に
し
て
、
住
民

参
加
の
手
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
。

　
障
害
福
祉
推
進
室
長
ほ
か
障
害
者
へ
の
理

　
解
を
深
め
ら
れ
る
手
法
で
建
設
を
進
め
る
。

　
圏
国
立
大
蔵
病
院
で
の
地
域
医
療
の
存

　
続
を
、
今
後
も
強
く
国
に
働
き
か
け
よ
。

　
区
長
引
き
続
き
折
衝
し
て
い
く
。

　
囹
寝
た
き
り
高
齢
者
へ
の
訪
問
理
髪
事

　
業
を
拡
充
し
、
美
容
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
せ
よ
。

　
高
齢
対
策
部
長
検
討
し
て
い
く
。

　
圏
①
ω
保
育
園
待
機
児
の
解
消
に
向
け
、

　
区
立
園
を
増
や
せ
。
㈲
無
認
可
保
育
室
改
築

　
で
の
補
助
の
要
件
を
緩
和
せ
よ
。
㈲
病
後
児

　
保
育
を
拡
充
せ
よ
。
②
鳥
山
地
域
の
検
診
事

　
業
は
、
現
在
の
場
所
で
の
継
続
を
望
む
。

　
福
祉
部
長
①
ω
定
員
枠
の
拡
大
に
努
め
る
。

　
ω
見
直
し
を
考
え
た
い
。
㈲
検
討
し
た
い
。

　
【
国
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
緊
急
時
以

　
外
に
も
使
え
る
よ
う
、
柔
軟
に
運
用
せ
よ
。

　
高
齢
対
策
部
長
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
く
。

　
囹
玉
堤
地
域
は
急
な
坂
が
多
い
う
え
、

　
駅
へ
の
交
通
手
段
も
少
な
く
、
非
常
に
交
通

　
が
不
便
な
地
域
だ
。
多
様
な
手
法
を
用
い
て

　
早
急
に
新
た
な
バ
ス
路
線
の
導
入
に
努
め
よ
。

　
助
役
　
道
路
整
備
部
長
運
行
形
態
な
ど
も

　
検
討
し
、
引
き
続
き
事
業
者
に
要
請
す
る
。

　
團
安
全
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
進

　
め
る
た
め
に
は
、
道
路
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。

　
道
路
整
備
方
針
の
着
実
な
実
現
に
向
け
、
効

　
果
的
な
用
地
買
収
に
努
め
よ
。

　
道
路
整
備
部
長
路
線
の
優
先
順
位
を
明
確

　
　
に
し
て
、
道
路
用
地
の
買
収
を
行
っ
て
い
く
。

　
圓
狭
あ
い
道
路
の
解
消
の
た
め
の
条
例

　
の
制
定
に
備
え
、
執
行
体
制
を
強
化
せ
よ
。

　
助
役
関
係
部
署
の
調
整
を
図
る
。

　
圏
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
繕
な
ど
の
相

　
談
窓
口
を
総
合
支
所
に
設
置
せ
よ
。

　
住
宅
政
策
部
長
相
談
体
制
を
整
備
す
る
。

　
園
建
築
基
準
を
緩
和
す
る
法
改
正
の
準

　
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
建
物
の
安
全
を
確

　
保
す
る
た
め
の
検
査
体
制
を
強
化
す
る
と
と

　
も
に
、
担
当
組
織
を
整
備
せ
よ
。

　
助
役
　
都
市
整
備
部
長
国
の
動
向
を
注
意

　
深
く
見
守
り
、
対
処
し
て
い
き
た
い
。

　
圓
歩
行
者
の
安
全
を
雁
保
す
る
た
め
、

　
奥
沢
駅
周
辺
な
ど
、
通
行
に
危
険
な
道
路
に

　
は
歩
道
な
ど
を
積
極
的
に
整
備
せ
よ
。

建
設
部
長
だ
れ
も
が
安
心
し
て
歩
け
る
道

路
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

囲
①
3
8
億
円
の
小
坂
邸
買
収
に
は
疑

惑
が
多
い
。
㈲
小
坂
氏
が
区
長
に
面
会
し
た

時
の
話
の
内
容
、
↑
り
日
栄
興
産
㈱
と
岩
波
建

設
㈱
の
経
常
損
益
を
明
ら
か
に
せ
よ
。
②
区

の
岩
崎
邸
買
収
の
調
査
で
は
、
区
長
は
責
任

を
部
下
に
押
し
付
け
て
い
る
。
㈲
室
長
は
、

料
亭
へ
は
区
長
に
相
談
せ
ず
行
っ
た
の
か
。

←の

13

億
円
は
誰
の
指
図
で
相
手
に
伝
え
た
の

か
。
㈲
接
待
は
賄
賂
性
が
高
い
が
、
ど
う
か
。

区
長
　
都
市
整
備
部
長
ほ
か
　
①
O
う
特
別
な

話
は
な
か
っ
た
。
ω
必
要
が
な
く
調
査
し
て

い
な
い
。
②
㈲
請
願
採
択
を
受
け
取
得
に
努

力
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
＠
軽
率
だ
っ
た
。

囹
目
黒
通
り
（
環
？
多
摩
堤
通
り
v

の
拡
幅
で
周
辺
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

不
燃
化
事
業
を
促
進
す
る
な
ど
、
玉
堤
地
域

の
計
画
的
な
街
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
よ
。

玉
川
総
合
支
所
長
地
域
特
性
に
合
っ
た
多

様
な
手
法
を
用
い
て
、
事
業
の
展
開
を
図
る
。

国
厚
生
官
僚
が
絡
む
補
助
金
関
連

の
不
祥
事
は
、
適
正
な
手
続
き
を
経
て
も
不

正
が
行
え
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
区
の
瀬
田

4
丁
目
の
土
地
取
得
に
お
い
て
も
、
た
と
え

手
続
き
が
正
し
い
と
は
い
え
、
不
自
然
な
点

は
質
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
区
が
購
入

の
意
向
を
示
し
た
後
に
、
一
部
の
建
物
が
他

人
に
売
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
②
母
家
は
寄

付
し
た
の
に
、
な
ぜ
物
置
な
ど
に
移
転
補
償

を
求
め
て
く
る
の
か
。
③
売
主
が
多
額
の
費

用
を
使
っ
た
う
え
登
記
し
直
し
、
公
図
を
変

え
た
の
は
、
⇔
り
全
体
を
抱
き
合
わ
せ
で
買
わ

せ
る
た
め
で
は
な
い
か
。
㈲
議
決
前
に
区
が

購
入
の
意
向
を
示
し
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

都
市
整
備
部
長
②
本
来
、
母
家
も
移
転
補

償
の
対
象
だ
が
寄
付
さ
れ
る
た
め
除
外
し
た
。

③
図
所
有
者
が
測
量
に
合
わ
せ
て
登
記
し
た
。

←り

通
常
の
事
務
手
続
き
で
交
渉
を
行
っ
た
。

園
区
役
所
周
辺
を
災
害
に
強
い
街
に
す

る
た
め
、
㈲
都
の
計
画
と
連
携
し
て
街
づ
く

り
を
進
め
よ
。
ω
国
士
舘
坂
通
り
な
ど
の
道

路
整
備
を
急
げ
。
㈲
若
林
公
園
拡
張
用
地
は

早
急
に
整
備
せ
よ
。
国
若
林
公
園
な
ど
を
広

域
避
難
場
所
に
指
定
す
る
よ
う
都
に
求
め
よ
。

助
役
　
道
路
整
備
部
長
ほ
か
㊦
国
や
都
に

財
政
的
支
援
を
求
め
て
い
く
。
↑
の
順
次
取
り

組
む
。
㈲
若
林
公
園
前
通
り
と
一
体
的
に
整

備
し
て
い
く
。
＠
作
業
を
進
め
て
い
る
。

圏
①
緑
を
保
全
・
創
出
す
る
た
め
、
㈲

乱
開
発
へ
の
規
制
を
強
化
せ
よ
。
ω
区
民
の

参
加
も
得
て
、
公
園
な
ど
の
き
め
細
か
な
整

備
計
画
を
策
定
せ
よ
。
②
次
大
夫
堀
公
園
周

辺
の
景
観
の
保
全
に
力
を
注
げ
。

区
長
　
助
役
　
建
設
部
長
①
㈲
民
有
地
の

緑
の
保
全
策
を
考
え
る
。
↑
り
取
り
組
ん
で
い

く
。
②
地
域
の
協
力
を
求
め
て
い
く
。

圏
小
田
急
線
連
立
事
業
を
実
施
し
て

い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
出
資
は
、
違
法
性

が
高
い
。
区
長
は
正
し
い
と
考
え
て
い
る
か
。

区
長
今
で
も
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

團
弦
巻
2
丁
目
用
地
の
取
得
交
渉
で
、

役
所
の
手
続
き
を
守
ら
ず
購
入
価
格
を
相
手

方
に
示
し
た
人
は
、
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

助
役
事
前
交
渉
で
は
避
け
が
た
い
こ
と
だ
。

圓
①
大
井
町
線
改
良
計
画
に
住
民
要
望

が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
電
鉄
会
社
に
働

き
か
け
よ
。
②
⇔
り
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
解

消
へ
の
協
力
を
鉄
道
事
業
者
に
強
く
求
め
よ
。

←の

駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
な
ど

の
整
備
も
要
請
せ
よ
。

道
路
整
備
部
長
ほ
か
①
福
祉
の
い
え
・
ま

ち
条
例
に
則
し
た
整
備
を
求
め
る
。
②
ω
今

後
も
要
請
す
る
。
↑
り
改
善
を
働
き
か
け
る
。

團
①
岩
崎
邸
の
土
地
取
得
交
渉
に
関

す
る
調
査
報
告
書
の
内
容
は
、
極
め
て
不
十

分
だ
。
の
料
亭
へ
の
誘
い
が
あ
っ
た
の
は
、

区
長
に
対
し
て
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
↑
の
納

骨
堂
建
設
予
定
者
と
既
に
売
買
契
約
が
結
ば

れ
て
い
る
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
。
㈲

疑
惑
解
明
の
た
め
買
収
予
算
額
を
示
せ
。
＠

不
良
債
権
で
あ
る
以
上
、
区
の
買
収
と
い
う

前
提
な
し
に
2
2
億
円
も
の
抵
当
が
外
れ
る
と

思
う
か
。
②
土
地
の
取
得
は
臼
紙
撤
回
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
建
設
部
長
ほ
か
①
ω
招
か

れ
た
こ
と
は
な
い
。
ω
知
ら
な
い
。
㈲
今
後

の
交
渉
に
支
障
が
あ
り
価
格
は
差
し
控
え
る
。

＠
相
手
方
の
問
題
だ
。
②
撤
回
は
し
な
い
。

会
派
名
　
自
民

1
自
由
民
主
党
区
議
団
　
公

明
1
1
公
明
区
議
団
　
共
産
口
日
本
共
産
党
区

議
団
　
新
風
2
1
1

新
風
2
1
　
生
活
ネ
ロ
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
区
議
団
　
改
革
派
11
．
長
期

オ
ー
ル
与
党
談
合
区
政
を
改
革
す
る
派
　
行

革
m
番
目
世
田
谷
行
革
㎜
番
　
改
革
目
改
革

無
党
派
月
無
党
派
市
民

竃
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「
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

日
　
区
長
の
区
議
会
招
集

日　
　
　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）
　
日

囮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固

団
　
効
率
的
な
区
政
運
営
を
目
指
し

　
　
行
財
政
改
善
を
一
層
推
進
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　

　
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
ビ
ル
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

タ
ワ
i
」
が
1
1
月
1
8
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。
　
日

こ
れ
に
よ
り
、
商
業
・
文
化
の
核
と
し
て
活
［
留

力
が
あ
り
、
さ
ら
に
災
害
に
も
強
い
街
づ
く
［
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

り
を
進
め
て
き
た
こ
の
地
区
の
再
開
発
事
業
日

も
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
長
年
努
日

力
さ
れ
て
き
た
関
係
者
の
方
々
に
、
感
謝
申
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者
専
用
地
下
道

も
完
成
し
、
今
年
度
中
に
は
第
2
工
区
の
整
凹

備
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　
引
き
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
や
、
社
会
情

勢
の
変
革
に
対
処
す
る
た
め
、
行
財
政
改
善
日

の
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

こ
の
度
、
改
善
を
よ
り
具
体
的
に
進
め
る
方
帯

針
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
区
民
や
事
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
圖

と
、
行
政
と
の
役
割
や
責
任
分
担
を
明
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配

す
る
な
ど
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
公

共
の
あ
り
方
を
再
構
築
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

や
組
織
．
運
営
な
ど
の
改
革
を
様
々
な
面
か
　
日

ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
地
域
保
健
福
祉
の
一
層
の
推
進
に
向
け
、
　
ロ

執
行
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
ま
ず
、
地
域
で
　
一

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拠
点
と
な
る
保
健
福
祉
　
日

セ
ン
タ
ー
を
、
既
存
施
設
を
活
用
し
て
総
合
　
日

支
所
単
位
に
整
備
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
i
　
皿

で
は
、
保
健
所
と
福
祉
事
務
所
の
サ
ー
ビ
ス
　
ヨ

を
一
元
的
・
一
体
的
に
提
供
し
、
在
宅
介
護
　
翻

の
充
実
な
ど
、
切
実
な
区
民
要
望
に
積
極
的
　
ヨ

に
応
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
　
㎜
一

化
黎
に
備
え
、
保
健
福
祉
の
視
点
笠
二

た
ま
ち
づ
く
り
も
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
　
二

新
た
な
地
域
保
健
の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
　
［
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

う
、
現
在
の
保
健
所
の
機
能
を
よ
り
高
度
化
　
ヨ

さ
せ
た
「
世
田
谷
保
健
所
」
を
区
役
所
内
に
　
辱

設
置
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
都
区
財
政
調
整
制
度
に
お
け
る
都
か
ら
の
　
営

交
付
金
の
未
措
置
分
の
交
付
と
、
9
年
度
の
　
常

税
制
改
革
に
よ
る
影
響
を
補
う
確
実
な
財
源
　
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒

措
置
の
実
施
な
ど
を
、
都
に
強
く
要
望
し
て
　
［
図

い
き
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
今
後
も
、
区
議
会
で
の
意
見
、
要
望
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
已

を
十
分
ふ
ま
え
て
、
9
年
度
の
予
算
編
成
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篇

『
皿
国
国
函
団
田
田
国
田
国
囲
圏
旧
団
囲
亀

識
決
内
容
の
続
き

O
身
近
な
広
場
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
八
幡
山
き
す
げ
広
場
（
八
幡
山
1
丁
目
2
5

　
－
1
）
を
新
設
し
た
。
ま
た
、
都
市
公
園

　
と
位
置
付
け
さ
れ
た
2
4
ケ
所
の
身
近
な
広

　
場
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
2
3
ケ
所
の
児

　
童
遊
園
の
名
称
を
「
広
場
」
に
変
更
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
　
　
7
件

　
（
全
員
賛
成
）

※
契
約
金
額
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
を
含
ま
な
い
額
で
表
記
し
て
あ
り
ま
す
。

O
千
歳
温
水
プ
ー
ル
改
築
工
事

工
事
名

契
約
金
額

建
　
　
　
築

二
七
億
円

電
気
設
備

三
億
九
〇
〇
〇
万
円

機
械
設
備

八
億
三
〇
〇
〇
万
円

　
工
事
概
要
H
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
（
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鉄
骨
）
造

　
地
下
2
階
地
上
4
階
建
（
2
5
m
プ
ー
ル
、

　
流
水
プ
！
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、

　
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）

○
上
北
沢
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
新
築
工
事

工
事
名

契
約
金
額

建
　
　
　
築

二
三
億
六
〇
〇
〇
万
円

電
気
設
備

五
億
九
〇
〇
〇
万
円

空
気
調
和
設
備

五
億
七
七
〇
〇
万
円

給
排
水
衛
生
設
備

五
億
六
〇
〇
〇
万
円

　
工
事
概
要
口
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下

　
1
階
地
上
4
階
建
（
デ
イ
ル
！
ム
2
、
居

　
室
5
2
、
医
務
室
、
浴
室
8
な
ど
）

　
建
設
地
目
上
北
沢
1
丁
目
2
8

●
区
道
路
線
の
認
定
2
件
（
全
員
賛
成
）

　
　
所
在
地
　
延
長
（
m
）

　
砧
　
6
丁
目
2
6

北
鳥
山
5
丁
目
6

●
負
担
附
贈
与
の
受
け
入
れ
　
　
1
件

　
（
全
員
賛
成
）

　
都
よ
り
区
営
住
宅
と
し
て
大
原
1
丁
目
ア

　
パ
ー
ト
ほ
か
4
件
の
負
担
附
贈
与
を
受
け
た
。

●
教
育
委
員
任
命
の
同
意
　
　
　
2
件

　
（
全
員
賛
成
）

　
つ
ぶ
き
き
ん
い
ち
ろ
う

　
津
吹
金
一
郎
　
64
歳
　
　
（
再
任
）

　
お
に
つ
か
ま
す
ひ
こ

　
鬼
塚
満
毒
彦
　
6
8
歳
　
　
（
再
任
）

●
監
査
委
員
選
任
の
同
意
　
　
　
1
件

　
（
全
員
賛
成
V

　
あ
　
べ
　
　
　
　
つ
よ
し

　
安
部
　
　
剛
　
7
0
歳
　
　
（
新
任
）

●
議
員
提
出
議
案
　
　
　
　
　
　
3
件

0
世
田
谷
区
の
土
地
取
得
の
調
査
に
関
す
る

決
議（
馨
数
雌
雛
難
韓
）

　
弦
巻
2
丁
目
の
土
地
取
得
に
関
す
る
疑
義

　
を
究
明
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
m
条
に

　
基
づ
く
委
員
会
の
設
置
が
求
め
ら
れ
た
。

O
用
地
取
得
過
程
に
お
け
る
公
正
の
確
保
に

関
す
る
決
議

（
讐
数
稗
講
．
鞠
鞭
、
）

　
用
地
取
得
の
交
渉
に
あ
た
る
職
員
に
対
し
、

　
区
民
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
や
誤
解
を
招

　
く
こ
と
が
な
い
よ
う
慎
重
な
姿
勢
で
臨
み
、

　
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

0
弦
巻
2
丁
目
の
土
地
取
得
撤
回
を
求
め
る

決
議（
賛
成
少
数
罧
徽
譲
雑
）

　
弦
巻
2
丁
目
の
土
地
取
得
の
臼
紙
撤
回
が

　
求
め
ら
れ
た
。

覧註F

用
地
取
得
過
程
に
お
け
る

　
　
　
　
公
正
の
確
保
に
関
す
る
決
議

　
平
成
8
年
H
月
2
2
日
に
、
区
か
ら
「
弦
巻

2
丁
目
用
地
に
関
す
る
調
査
」
が
当
区
議
会

に
報
告
さ
れ
た
。

　
正
式
交
渉
に
至
る
過
程
と
は
い
え
、
誤
解

を
招
き
か
ね
な
い
態
様
で
接
触
を
も
っ
た
こ

と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

　
本
件
に
限
ら
ず
、
区
が
用
地
取
得
の
た
め

の
交
渉
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
交
渉
に
あ
た
る
者
は
、
そ
の
立
場
を
明

確
に
し
た
上
で
、
常
に
慎
重
な
姿
勢
で
臨
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
当
区
議
会
は
、
今
後
の
用
地
取
得
に
あ
た

っ
て
は
、
い
や
し
く
も
区
民
の
信
頼
を
損
な

う
こ
と
や
誤
解
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、

公
正
の
確
保
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
右
、
決
議
す
る
．

平
成
8
年
1
2
月
4
日

　■ぺ匙ン’

　
区
議
会
は
、
次
の
要
望
書
を
関
係
機
関
あ

て
に
提
出
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
類
似
施
設
を
私
立
幼
稚
園
等
保

護
者
負
担
軽
減
補
助
制
度
の
対
象
か
ら

除
外
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
要
望
書

　
近
年
、
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
行
す
る

中
で
、
幼
児
が
集
団
で
遊
び
、
教
育
を
受
け

る
場
と
し
て
の
幼
稚
園
等
に
対
す
る
保
護
者

の
期
待
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
。
都
で

は
、
幼
児
教
育
の
大
部
分
を
私
立
幼
稚
園
及

び
幼
稚
園
類
似
施
設
が
担
っ
て
き
た
経
緯
が

あ
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
施
設
の
教
育
環
境
の

向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
る
に
、
都
は
、
9
年
度
か
ら
幼
稚
園

類
似
施
設
を
補
助
制
度
の
対
象
か
ら
除
外
し
、

補
助
金
を
全
額
カ
ッ
ト
す
る
意
向
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
幼
稚
園
類
似
施
設
を
保
護
者
負

担
軽
減
補
助
制
度
の
対
象
か
ら
除
外
し
な
い

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
平
成
8
年
1
1
月
1
5
日

東
京
都
知
事
　
あ
て

不
動
産
登
記
に
係
わ
る
登
録
免
許
税
制

の
抜
本
的
見
直
し
等
に
関
す
る
要
望
書

　
現
行
の
登
録
免
許
税
は
、
登
記
の
種
別
に

よ
っ
て
税
率
に
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
特
に

所
有
権
移
転
、
な
か
ん
ず
く
売
買
を
原
因
と

す
る
登
記
に
関
す
る
税
率
は
、
他
の
登
記
に

比
べ
著
し
く
高
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
6
年
度
に
実
施
さ
れ
た
土
地

の
固
定
資
産
課
税
評
価
替
え
に
伴
い
、
登
録

免
許
税
課
税
価
格
を
地
域
に
よ
っ
て
は
7
倍

強
に
押
し
上
げ
、
租
税
特
別
措
置
法
に
お
け

る
減
免
の
特
例
措
置
を
も
っ
て
し
て
も
、
依

然
高
い
水
準
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
適
正

な
不
動
産
流
通
を
阻
害
す
る
と
と
も
に
、
「
マ

イ
ホ
ー
ム
」
取
得
の
大
き
な
負
担
と
も
な
っ

て
い
る
。

　
今
後
と
も
こ
の
特
例
が
引
き
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
税
率
特
例
が
長
期
間
措
置

さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
特
例
制
度
に
よ
っ

て
税
の
軽
減
を
図
る
こ
と
の
是
非
も
考
慮
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
よ
っ
て
、
世
田
谷
区
議
会
は
、
関
係
機
関

に
対
し
、
左
記
の
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
　
不
動
産
登
記
の
登
録
免
許
税
に
つ
い
て

　
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

二
　
特
に
、
所
有
権
移
転
に
関
す
る
登
記
及

　
び
地
上
権
・
賃
貸
借
権
等
の
設
定
・
移
転

　
の
登
記
の
税
率
を
緊
急
に
見
直
す
こ
と
。

　
平
成
8
年
1
1
月
1
5
日

内
閣
総
理
・
法
務
・
大
蔵
・
自
治
大
臣
あ
て

　
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
の
審

議
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の
（
全
員
賛
成
）

◆
採
択
し
た
も
の
　
　
　
　
　
　
4
件

O
東
京
都
の
類
似
幼
稚
園
保
護
者
補
助
金
打

　
ち
切
り
に
関
す
る
請
願

O
不
動
産
登
記
に
係
わ
る
登
録
免
許
税
制
の

　
抜
本
的
見
直
し
等
に
関
す
る
陳
情

O
「
街
づ
く
り
協
議
会
」
設
立
に
関
す
る
請
願

○
祖
師
谷
大
蔵
地
区
に
「
街
づ
く
り
協
議
会
」

　
の
設
立
を
も
と
め
る
陳
情

　
－
以
上
4
件
は
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆
取
り
下
げ
を
承
認
し
た
も
の
　
　
1
件

O
（
仮
称
）
用
賀
玉
川
台
マ
ン
シ
ョ
ン
新
築

　
工
事
に
関
す
る
陳
情

新
た
に
出
さ
れ
た
も
の

◆
企
画
総
務
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
得
件

O
区
民
セ
ン
タ
i
・
地
区
会
館
及
び
体
育
施

　
設
等
区
民
利
用
施
設
の
有
料
化
に
反
対
す

　
る
陳
情

O
区
民
セ
ン
タ
ー
・
地
区
会
館
や
体
育
施
設

　
等
の
区
民
利
用
施
設
の
有
料
化
に
反
対
す

　
る
陳
情
（
同
一
件
名
外
1
件
）

0
世
田
谷
区
の
区
民
利
用
施
設
使
用
料
値
上

　
げ
案
に
反
対
し
、
再
考
を
希
望
す
る
陳
情

O
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
利
用
申
込
み
の

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
に
反
対

　
し
、
申
込
み
方
法
は
現
行
通
り
を
希
望
す

　
る
陳
情

○
幼
児
教
育
の
充
実
と
父
母
負
担
の
軽
減
を

　
求
め
る
請
願

O
世
田
谷
区
区
民
集
会
施
設
の
使
用
料
に
関

　
す
る
請
願

○
農
地
等
の
固
定
資
産
税
等
適
正
化
に
関
す

　
る
陳
情
（
同
一
件
名
外
1
件
）

O
消
費
税
5
％
へ
の
増
税
中
止
を
求
め
る
請
願

0
岩
崎
邸
の
用
地
（
弦
巻
2
丁
目
）
取
得
の

　
臼
紙
撤
回
と
取
得
交
渉
に
関
す
る
疑
惑
究

　
明
を
求
め
る
請
願

O
原
発
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
の
ー

　
％
節
電
に
関
す
る
請
願

O
医
療
保
険
制
度
と
医
療
へ
の
ゼ
ロ
税
率
課

　
税
適
用
に
関
す
る
陳
情
（
同
一
件
名
外
2
件
）

◆
福
祉
保
健
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
5
件

O
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
障
害
児
の
学
年
延

　
長
を
求
め
る
請
願

O
喜
多
見
地
域
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

　
ど
高
齢
者
施
設
の
設
置
を
求
め
る
請
願

O
医
療
保
険
制
度
と
医
療
へ
の
ゼ
ロ
税
率
課

　
税
適
用
に
関
す
る
陳
情
（
同
一
件
名
外
2
件
）

◆
都
市
整
備
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
3
件

0
成
城
学
園
1
み
つ
池
通
り
（
西
側
区
間
）

　
の
整
備
に
関
す
る
陳
情

O
住
都
公
団
・
西
経
堂
団
地
建
替
え
に
伴
う

　
団
地
内
区
道
の
一
方
通
行
継
続
等
に
関
す

　
る
陳
情

O
西
経
堂
児
童
遊
園
改
修
工
事
及
び
西
経
堂

　
団
地
内
道
路
の
整
備
に
関
す
る
請
願

◆
文
教
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
4
件

O
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
つ

　
い
て
の
陳
情

O
子
供
も
親
も
安
心
で
き
る
よ
う
小
・
中
学

　
校
の
宿
泊
行
事
に
看
護
婦
の
同
行
を
求
め

　
る
請
願

O
下
馬
幼
稚
園
廃
園
に
反
対
す
る
請
願

O
世
田
谷
区
立
桜
丘
小
学
校
校
舎
改
築
計
画

　
変
．
更
に
関
す
る
請
願

0
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
区
議
会
だ
よ
り
が
よ
り
読
み
や
す

　
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
て

　
い
き
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

　
た
し
ま
す
。

O
本
紙
に
関
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
、
区
議

　
会
事
務
局
調
査
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
T
E
L
（
五
四
三
二
）
一
一
一
一
代
表

　
F
A
X
（
五
四
三
二
）
三
〇
三
〇
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